


アカイカ(北太平洋)の資源の現況（要約表）
資源水準 低位

資源動向
横ばい（秋生まれ群）･ やや減少

傾向（冬春生まれ西部系群）

世 界 の 漁 獲 量
( 最近 5 年間 )

約 10-11 万トン（推定）
（秋生まれ系群・冬春生まれ西部系群）

約 10 万トン

我 が 国 の 漁 獲 量
( 最近 5 年間 )

0.4 〜 2.1 万トン
（秋生まれ系群・冬春生まれ西部系群）

平均 1.3 万トン

資源管理方策まとめ
■ 非平衡プロダクションモデル、面積密度法および除去

法により資源評価
■ 資源横ばいもしくはやや低下

資源評価まとめ

■ 170° E 以東の秋生まれ群の妥当な漁獲量目標は、MSY
の約 16 万トン程度である

■ 170° E 以西の冬春生まれ群については、妥当な漁獲量
目標は約 10 万トン程度である

管理方策

170° E 以東の秋生まれ群について、プロダクションモデ
ル解析によると商業流し網による漁獲量（10 〜 20 万ト
ン）は MSY レベルであり、また漁獲せずに残した親イ
カ量の割合は、管理目標値 40%にほぼ相当する。従って、
当面の妥当な漁獲量目標は、MSY の約 16 万トンである。
170｡ E 以西の冬春生まれ群については、除去法によると
中国の釣りによる漁獲量約 10 万トンは適正漁獲で、管理
目標 40%にほぼ相当する。

資源状態
170°E以東の秋生まれ群については、旧流し網漁場（170｡E
〜 145｡ W）の盛漁期（7 月）の資源量を商業流し網と調
査流し網データを用いて 3 つの方法で推定した。流し網
時代の資源量は、面積密度法では 38 万トン、除去法では
37 万トン、非平衡プロダクションモデルでは 33 万トン
と推定され、いずれの手法でも非常に似た資源量推定値
が得られ、信頼性は高いと考えられる。1999 〜 2002 年
は、レジームシフトにより資源が非常に低水準になった
が、大きな資源回復には至っていない。170｡ E 以西の冬
春生まれ群については、我が国の 1979 年の釣り漁業デー
タに基づく除去法から 14 万トンの資源量と推定されて
いる。中国の最近の釣り漁業データに基づく除去法から
も約 10 万トンの漁獲が相対逃避率 40％前後に相当する
と計算され、除去法によると中国の釣りによる漁獲量約
10 万トンは適正漁獲とされた。しかし、我が国の調査船
による CPUE は調査が継続した 2007 年まで変動しなが
ら徐々に低下している傾向が見られ、過剰漁獲の影響も
示唆される。

アカイカ 170°E 以東の秋生まれ群の MSY レベル

北太平洋アカイカ国別総漁獲量
中国の漁獲量は、1994 年は我が国と同程度と仮定し、1995 〜
2005 年は Chen et al. (2008a) により、それ以降は推定値（2005
年と同じ値）。台湾の漁獲量は 2004 年以降データなし。

東経 170 度以東のアカイカ秋生まれ群の我が国の漁獲量と CPUE
の経年変化

商業流し網時代の秋生まれ群の資源量の推定値

170° E 以西のわが国のアカイカ冬春生まれ群の漁獲量（全漁連集計 10
月 -3 月の水揚げ量から原魚換算）と調査船 CPUE（尾 / 釣り機台数 / 時
間）（2007 年を最後にそれ以降の調査はなくなった）の経年変化

Copyright (C)2010 水産庁・水産総合研究センター All Rights Reserved

平成 21 年度国際漁業資源の現況 65　アカイカ　北太平洋

65S − 2


